
 ＜ 豊北小学校  令和 5年度学校評価アンケート 集計結果 ＞ 

 

       上段：７月 （前期） 

    下段：１２月（後期）  

 

 

 

 

 

１．学校は楽しい  

      子ども             保護者             教職員            地域    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 授業がわかる、楽しい 

        子ども            保護者           教職員            地域 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

ほとんどの児童は「学校は楽しい」と本人、そして周りもそう感じている。楽しい学校行事や「ふるさと学

習」を通して、地域学習や地域住民との交流も増えてきたことも評価につながっていると考えられる。 

 授業がわかると評価している児童が多いが、高学年は一部に否定的な評価が見られる。保護者も学

年が上がるにつれて学力に対して不安な面があると考えられる。 

 

肯定的評価を中心に振り返ります。 

生活アン
ケートで
調査中 

学力の不
安がやや
増えてい
る。 



３．タブレット学習は楽しい 

      子ども            保護者            教職員            地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

４．友達と楽しく過ごしている 

       子ども            保護者            教職員            地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．学校の決まりを守っている 

      子ども            保護者            教職員            地域 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

タブレット学習が定着している。今年度から全学年で家庭に持ち帰り、タブレットドリル等で家庭学

習をしている。授業でも、写真を使って学習のまとめをして発表するなど活用の幅が広がっている。 

ほとんどの児童が友達と楽しく過ごしているが、高学年では、友達関係で悩んでいる子どもがい

るので、担任が随時相談を受け入れている。週 1回「生活アンケート」を実施している。 

 

決まりに対して、肯定評価でも「ややあてはまる」の評価が気になる。部分的に少し緩みを感じている。 

公開授業
を多く設
定したい 

気になる
ポイント 

全体を見
ているの
で厳しい
評価 



 重点項目  「あいさつ・返事・はきものをそろえる」 
６．進んであいさつができている 

       子ども            保護者            教職員            地域 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７．呼ばれたら、返事ができている 

     子ども              保護者           教職員              地域 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８．くつをそろえることができている 

       子ども             保護者             教職員             地域 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

     

 

 

 

学校の重点項目として、年度当初からあらゆる機会で児童にこれらの大切さを伝えてきた。各学

級での指導や生活委員会のあいさつ運動、くつ箱チェックなども続けて行うことで効果が見られるよ

うになった。さらに２年生の自主的な「あいさつ運動」の全校も応えていく姿も見られるようになった。

学校評価アンケートでも「あてはまる（青色）」の割合が増えている。 

効果を感
じている 

かなりで
きるよう
になった 



９．早くねて、早く起きて、朝ご飯をきちんと食べることができている 

    子ども             保護者            教職員            地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．きちんと片付けや掃除ができている 

     子ども             保護者            教職員           地域 

   

 

 

 

 

 

 

 

１１．進んで宿題や家庭学習ができている 

      子ども             保護者            教職員           地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

１２．進んで読書をしている 

       子ども            保護者             教職員           地域 

      

 

 

 

 

 

 

 

  

ほとんどの子どもが 朝、規則正しく過ごしているが、「すこしあてはまる」も多いのが気になる。 

 

学校では、以前より掃除に意欲的に取り組んでいる姿が見られるようになったのだが・・・。 

 

ほとんどの子どもが宿題はできているが、全員できてほしい。特に高学年は「進んで」まではできてない。 

 

学校では本を読む姿を見るが、家ではそうでもない結果である。図書室の本の活用を進めていきたい。 

気になる
ポイント 

家庭学習
の支援が
必要 

今年度学校
図書室に
207冊の
図書を購入 



  重点項目  「メディアについて」 
１３．メディア（ゲーム等）の「家庭のルール」がある 

         子ども            保護者            教職員             地域 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

   

 

 

１４．メディアの時間を守っている 

        子ども             保護者             教職員            地域 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家庭のルールが決まっていない家庭の割合が前期と変わっていないようだ。自由に好きなだけ使ってい

るとしたらとても心配である。 

家庭のルールがあっても守っていないケースや家庭のルールがないままに自由に使っているケース

があると考えられる。特に児童地震が守っていない割合が多くなっていることが気になる。 

学校でも「情報モラル教室」を開催しているが、対象や方法、保護者向けの研修も必要だと考えて

いる。 

 

 

 

 

       ６月２日４～６年生対象の教室    ２月９日予備入学で講話（新入生の保護者） 

 

 

  

２５％の
児童が野
放しであ
る 

好きなだ
け使って
いるのだ
ろうか？ 



１５，地域の行事に進んで参加している 

         子ども              保護者            教職員           地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

１６．学校は、学校や学級の情報公開をしている 

         保護者                 教職員                 地域 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

１７．コロナ前の学校（活動や行事等）に戻ってほしいと思っている 

          保護者                  教職員                 地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        コロナ 

前に教員経験なし 

 

     

遠足や清掃活動、豊北祭り、公民館祭りへの参加もあり、地域の行事にはよく参加している。地域の

伝統や文化を体験を通して伝えていきたい。来年 4月に「浜出祭」が開催される。 

 

ネット上での情報公開が手軽、迅速で有効だが、地域住民へは「学校だより」等の紙媒体の情報提供

もまだまだ必要である。今後は双方向でつながる情報提供を考えていきたい。 

 戻ってほしいものとそうでないものがあるようで、運動会の午後の競技は要望が少ない。 

コロナ前
に近づい
てはいる
が・・・ 

地域の担い
手として保
護者の負担
も多い 

3年間の
空白 
課題も多
い 



 

１８．豊北地域の活性化が必要だと思っている 

          保護者                  教職員                 地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

１９．児童数減で 学校存続の危機感を感じている 

          保護者                  教職員                 地域 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０． お子さんには夢があり、実現をめざして支援したい 

          保護者                  教職員                 地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活性化が必要あるという意識はあるものの、何ができるのかを悩んでいる意見がよく聞かれる。ま

ちづくり協議会など地域の各種団体が動き始めている。 

誰もが感じているが、地域活性化と同じで何ができるかを模索している状況である。ほうほく未来応援

隊が結成され、移住定住への働きがけが徐々に進んでいるが、まだまだ十分でないことが危機である。 

  地域みんなで子ども達の夢を支援していきたい。できることをやっていきたい。 

地域住民も意
識し始めた 

当事者で
ある保護
者の支援
が必要で
ある 

大人の支援が必
要である。 
体験学習を進め
ていきたい。 



       

 


